
おひさま 
令和６年４月３０日 

  

上島幼稚園では子どもたちの「豊かな発想！豊かな表現！」を求めて毎日の保

育を進めています。愛情いっぱいの環境の中で、教えるべきことは教え、発想を

大切にすべきところでは、子どもたちの発想を引き出すようにしています。その

月の子どもたちの表れの中から「子どもたちの気持ち、発想、豊かな表現」がキ

ラリと光るものを「おひさま」としてお伝えします。お楽しみに 

 

＜４月の満３歳クラス＞ 

○初めての幼稚園 

４月１２日に入園しました。今のところは一人です、たくさんお話してくれ

ます。「遊ぼ。」と教師が誘われて、手をつないで園庭のいろいろな遊具のとこ

ろに遊びに行きました。青い滑り台が「こわい。」と言っていましたが教師と

一緒にすべったことで楽しむことができました。他のお友だちに慣れるよう

に星２組さんに時々遊びに行っています。かわいいですね。 

 

 

 

 

＜４月の年少星組さん＞ 

○大型遊具で遊んだよ 

１５日に大型遊具のお約束「階段は登るだけ、降りません。」を聞いて大型

遊具で遊びました。ユラユラ橋と青い滑り台、３階から滑るくるくる滑り台を

１回ずつ練習した後、自由にいっぱい遊びました。くるくる滑り台が気に入っ

て何回も挑戦する子、いろいろな滑り台を何回も挑戦する子といろいろです

が、みんな滑り台が大好きですね。 

１６日から年長年中さんと一緒に朝の外遊びが始まり大喜びです。 

〇桜の花を咲かせたよ 

 「桜の木、見たことある？」と聞くと「葉っぱになってきちゃっている。」と

教えてくれました。桜の花の絵が描いてある紙をびりびり破り、桜の幹が描い

てある紙に糊で貼っていく活動です。破るとき、はじめは「これでいい？」と

不安そうにしていた子も、「大丈夫だよ。上手だよ。」誉めていくと自分ででき

るようになり、最後には「おもしろいね。」と楽しんでいました。糊を嫌がる

お友だちもなく、みんな思い思いに桜の花を貼り付け、きれいな桜が出来上が

りました。とても喜んでいる子どもたちでした。 

 

 



＜４月の年中花組さん＞ 

○自己紹介をしたよ 

  自己紹介では、名前と花組さんで頑張ることを発表しました。前日に「花組

さんでは、こんなことをやるよ。」と具体的に知らせ「頑張ることを考えてく

るようにね。」と伝えてあったので、スムースに発表できました。こんな内容

が出てきました。 

 ・なわとびをがんばりたい。   ・みんなと遊びたい。 

 ・かけっこが速くなりたい。   ・鍵盤ハーモニカが上手になりたい。 

 ・てつぼうをがんばる。     ・友だちと仲良くしたい。 

 ・すうじやひらがなをがんばる。 ・折り紙をがんばりたい。 

 ・きゅうしょくをがんばりたい。 ・ワークをがんばりたい。 

 みんなの目標が達成できるように援助していきたいです。        

○デカルコマニーをやったよ 

  好きな色を３色、選んで紙に置き、２つに紙を折ると対称的な図形ができま

す。はじめに教師が見本をやってみると「わー」とびっくりしていました。

次に子どもたちの番になると、みんな好きな色を選んで、わくわくしながら、

取り組んでいました。紙を広げるときは、どんな模様になるかどきどきして

いる様子でした。「きれい！」「すごい！」「これ見て。」と大興奮の子どもた

ちでした。いろいろな体験をさせてやりたいです。 

  

 

 

＜４月の年長雪組さん＞ 

○自己紹介で頑張ることを発表したよ 

  自分なりに頑張りたいことを考えて発表しました。こんな内容でした。 

 ・赤帽子さんのお世話をする。  ・友だちと仲良く遊ぶ。 

・鉄棒 ・縄跳びの後ろ跳び   ・逆上がり  ・プールで顔付け 

・鍵盤ハーモニカ ・走るのが速くなる ・運動会   ・ピアノ 

・サッカー    ・お勉強   ・生活発表会 

年少赤帽子さんのお世話をするというのがたくさん出てうれしかったです。 

○５・６月に掲示する壁面の絵を描きました 

  半紙を４回折って、好きな絵の具を選びます。半紙の角を絵の具につけてい

きます。「今度はドボンとつけよう。」「ここはちょっとだけつける。」と考えな

がらやっています。きれいなにじみ絵ができて大喜びです。そのにじみ絵を合

羽にして、顔を貼り、水色の画用紙に貼っていきます。合羽を着た自分が出来

上がりました。あとは雨降りの日の様子をイメージしてクレパスで絵を描き

ます。「僕は長靴。」「雨の日でも靴だよ。」「合羽にかわいいボタンを描こう。」

「かたつむりの親子を描こう。」「カエルを描こう。」「あじさいを描こう。」「あ

じさい分からないから、図鑑を見ていい？」「虹を描いちゃおう」と次々に子

どもたちの発想が広がります。すてきな絵ができたので、お楽しみに。 

 


